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豊富な運用実績に基づく総合的な運用管理
ツール

大型汎用コンピュータからオープン系分散

システムへのダウンサイジングが進んだ結果、

システム資源管理やジョブ運用といったシス

テム運用管理機能は、目的別の分散された多

数のサーバーを対象とするようになり、それ

につれて運用要件も複雑になっていった。そ

こでNRIでは、分散された多くのサーバーの

監視やジョブの運用を一元管理するための運

用管理ツールを自社開発・自社利用するとと

もに、これを基にしたシステム運用サービス

をユーザーに対しても提供してきた。

この運用管理ツールは、多くのユーザーと

NRI自身のさまざまな運用要件に対応するた

めに機能の拡充が行われ、1994年に「千手」

という名で商品化された。「千手」は現在では

「eXsenju」（エックスセンジュ）という名に

改められ、累計で約7,000サイト、約90,000サ

ーバーを対象にシステム運用サービスを提供

するという実績をもっている。

オープン系分散システムの運用の課題を解

消することを目指してさまざまな運用管理ツ

ールを導入しようとすると、ともすれば屋上

屋を重ねるようなツールの塊になりかねない。

オープン系分散システムでは、とくにシステ

ム運用の一貫性に注意を払うことが必要であ

る。このような観点に立って、以下では、オ

ープン系分散システム運用の基盤となるNRI

のSenjuファミリー製品群について紹介する

（http://senjufamily.nri.co.jp/products/）。

senjuファミリーの核となる「eXsenju」

統合運用管理ソリューション「eXsenju」

は、システム運用現場のさまざまな「できた

らいいな」の声を反映させ、システム運用の

課題である柔軟性、拡張性、予見性、自律性、

統一性を実現した、信頼性の高いシステム運

用を可能にする。オープン系分散システムの

運用に必要な「モニタリング」「ジョブスケジ

オープン系分散システムを支える
運用管理ツール「Senjuファミリー」

オープン系分散システムは、一般に管理すべき機器の数やソフトウェアの数が多く、その負

荷がシステム運用部門にとって頭痛の種である。本稿では、野村総合研究所（以下、NRI）の

豊富なシステム運用の実績とノウハウが集約された運用管理ツールであるSenjuファミリー製品

群が、そのようなシステム運用の課題にどう対応しているかを紹介する。

特　集　［プロアクティブなシステム運用を目指して］

図１　モニタリング画面例�
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ューリング」「パッケージ（修正プログラムな

どの配付機能）」「サービスレベル管理」とい

う 4つの機能をもち、GUI（グラフィカルユ

ーザーインタフェース）による簡単な操作で

数多くのサーバーやネットワーク機器を一元

的に管理することができるようになっている

（図 1参照）。

統合的な運用管理を実現する「Smart
Enterprise Navigator」

システムのダウンサイジングに取り組んだ

企業は、ジョブ運用、ネットワーク監視、セ

キュリティ管理など、さまざまな管理機能に

それぞれ特化した複数の運用管理ツールを導

入してきた。その結果、企業では平均して 5

つ程度のツールが使われていると言われる。

また、企業合併や業務提携によって、同一の

機能をもつ異なったツールの複数使用を余儀

なくされ、さらなる運用の複雑化に悩まされ

る場合もある。

このような問題を解決するため、NRIでは

2003年にエンタープライズ統合運用管理製品

「Smart Enterprise Navigator」の提供を開

始した。これは、異なった運用管理ツールや

運用の仕組みを併用することから生じる作業

負荷の増大とオペレーションミスの発生を防

ぎ、システム運用の効率化・品質向上・コス

ト削減を図ることを目的としたものである。

「Smart Enterprise Navigator」は、ハブ

機能（情報を収集・集約）、ビュー機能（情報

を目的に応じた最適な形で表現）、ルール機能

（情報に応じた自動アクションなどを制御）と

いう 3つの機能を核としている（図 2参照）。

複数の異なる運用管理ツールから発生する

さまざまな情報を集約し、不要メッセージを

削減することができるため、運用業務の効率

化および負荷軽減を実現できる。また、運用

部門、開発部門、基盤部門など、役割に応じ

た最適な画面構成にすることができるため、

障害時には担当部門が影響範囲を把握しやす

くなり、迅速な復旧作業を行うことが可能と

なる。障害時の対処（コマンド投入）を自動

化することでオペレーションミスを防止する

こともできる。

さらに、運用状況を統合的に把握できるよ

うになるので、各運用管理ツールごとに人員

を配置する無駄をなくし、人員を再配置する

ことが可能になる。それぞれの運用管理ツー

ルから情報収集して作成していたレポートも

自動的に作成できるようになる。

野村総合研究所
システムマネジメント事業本部
千手・アウトソーシング営業部
営業副主任

磯貝洋一（いそがいよういち）
専門はSenjuファミリー製品における営業

図２　統合監視画面例�
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導入の具体的な効果として、24名から21名

への人員削減、不要メッセージの70%削減が

実現されたケースもある。このケースでは、

障害時の自動アクションによりオペレーショ

ンミスの削減、作業負荷の軽減を実現できた

という評価も得ている。

顧客・システム双方の単一窓口としての
「CONTACT CAFÉ SP」

システム運用に関する新しい動向として、

2003年以後になって「ITIL」が運用要件のキ

ーワードとして注目されるようになっている

ことがあげられる。英国の政府機関により作

成されたITIL（IT Infrastructure Library）

は、ITサービスマネジメントに関するベスト

プラクティスを集めたガイドブックで、IT運

用のノウハウが集約されている。

NRIでも、ITILに基づいたITサービスマネ

ジメントの基盤として2005年にサービスデス

ク製品「CONTACT CAFÉ SP」の提供を開

始した。これは、システム運用に関わる人・

プロセス（手順）・技術を有機的につないだ

サービスデスクのあるべき姿を目指したもの

である。

サービスデスクの重要な役割は、システム

のユーザーとシステム双方の“単一窓口”で

あるということである。“単一窓口”とは、ユ

ーザーからの電話やメールでの問い合わせも、

運用ツールが検知した障害通知も、等しくイ

ンシデント（システムに脅威となる不測の事

態）ととらえ速やかに対処することができる

ことを意味する。

「CONTACT CAFÉ SP」は、このような

インシデントを効率的に一元管理する「イン

シデント管理」と、その問題の対応を管理す

る「問題管理」および「変更管理」の機能を

統合したWebベースのサービスデスクツール

である（図 3参照）。

幅広い運用要件への対応のために

システム運用に関するフレームワークとし

ては、ITILのほかISO/IEC 20000（ITサービ

スマネジメントの国際規格）やCOBIT（ITの

評価指針と実行基準）などがあり、運用管理

ツールも幅広い運用要件をカバーすることが

求められている。

Senjuファミリーには、前述の「eXsenju」

「Smart Enterprise Navigator」「CONTACT

CAFÉ SP」以外にも多数の製品があり、こ

れらの製品群を連携させることで、今日のシ

ステム運用に対する幅広い要求に応えること

特　集

図３　インシデント管理画面例�
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ができるようになる（図 4参照）。

NRIでは、上記で紹介した運用管理ツール

の提供にとどまらず、企業がITIL、ISO/IEC

20000、COBITなどを意識したITサービスマ

ネジメントを導入するための具体的なガイド

ラインとして、『Senju Service Management

Framework』を2006年に発行した。そこでは、

ITサービスマネジメント導入のステップや、

継続的な運用改善プロセスを確立するための

手段のほか、ITIL、ISO/IEC 20000、COBIT

といったフレームワークに基づいた具体的な

業務フローなどが、Senjuファミリーの主要製

品が実現する運用管理基盤に応じて、それぞ

れ解説されている。 ■

図４　Senjuファミリー各プロダクトの位置付け�
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